
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

2022 1年度 事 業 報 告 書

」自:定」!」:当型量勤墜△_三:≧l国l』l亜亜≧立上進連経畦 _
1 事業の成果
2020年から新型コロナウイルス感染症が蔓延し、2022年度も第 8波が広がるなどコロナに翻弄され
た中での普及啓発活動及びドナー登録推進活動となった。こうした中にあっても、全国各地のドナー登

録推進活動により34,057人 (2021年度 32,371人)の方々に新規登録をしていただくことができた。一
方、骨髄バンクの移植数は、1,055件 (2021年度 1,173件 )となり、減少傾向が鮮明になつている。
全国の医療機関においては患者さんの根治療法として多くの造血幹細胞移植が行われており、本年

(2023年)2月 24日 には非血縁者間における骨髄バンクの移植とさい帯血バンクの移植の件数累計が 5

万例に達する大きな成果となった。これを記念し、本年 2月 12日 (日 )に名古屋で開催された第 45回
日本造血・免疫細胞療法学会総会 の市民公開講座において、「骨髄バンク 0さ

い帯血バンク移植 5万例達成記念イベント」を学会と当協議会の共催事業として開催した。
また、公的骨髄バンクが設立されて二十数年経過し、移植生存率も向上し、多くの移植患者さんが長期

間、日々 元気に生活できている。患者さんはこうしたことに感謝をしているが、もっとも大事な人 (ドナ

ー)に感謝を伝えることができないという心の悩みを吐露される方もいる。
2022年 6月 7日 に行われた骨髄・さい帯血バンク議員連盟総会では当協議会からは、非血縁者間造血

幹細胞移植 5万例到達を啓発の機会にすること、および移植患者さんの思いをドナーに伝える機会の再
検討などに関して提言を行った。

2022年度においては、千葉県在住の再生不良性貧血の患児である小学生の女の子になかなか適合 ドナ
ーが見つからない状況にあった。各地のボランティアが更なるドナー登録促進に注力した結果、ようや

く適合 ドナーが現れた。「誰ひとりとして残さない」というボランティア全員の気概がこの結果をもたら

したものである。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【32,977】 千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

党盃
対象者
範囲

覚盃
対象者
人数

事業費
(千円)

(1)国
。地方公共

団体 。公益財団
法人日本骨髄バ

ンク。日本赤十
字社 (以下、関
係機関と総称)
が行う骨髄バン
ク支援事業

(2)全国各地のボ
ランティアと連
携して行う普及
啓発、及び調査
研究事業

・12022全国骨髄バンクボラ
ンティアの集い in東京」
の開催
・機関紙「全国協議会ニュー
ス」の発行
・ホームページ等での情報
提供
・関係機関の啓発ツール作
成支援
・各地のイベント等での啓
発キャンペーン、患者の遺
作巡回展による啓発活動
。東京マラソン 2023におけ
る普及啓発活動
・普及啓発グッズ等の普及
頒布
・各地開催の啓発イベント
の共催

通年
(集 いは
2022 `句三 5

月 28日 、
東京マラ
ソ ン は
2023 4Fi 3

月 5日 )

全国各地

東京
事務所

集 いは新
橋 ビジネ
スフオー

ラム

600人

患者・家
族、 ドナ
ー、 ドナ
ー登録希
望者、一

般市民、
ボランテ
イア

25,000人
10,480
千円



0血液疾患等の
患者とその家族
に対する闘病支
援事業並びに患
者及び骨髄ドナ
ーの人権擁護を
求める事業

{5}関係機関 。医
療関係者等に対
して骨髄バンク
事業の充実及び
血液疾患医療体
制の充実を求め
る事業

・無料電話相談「自 フ リ
―ダイヤル」
。経済的困難
難病患者を

の

を
支
る血液
る3つ

の

のとリマリーン

ジ

・ハンドブック「自
われたら」のホー

病
ムペー

での無料ダウンロード・頒
布
・オンラインによるドナー
登録、スワブ検体採取法導
入等の要望活動
・ドナー登録希望者・登録者
とその家族からの相談対
応

通年

全国各地

東京

事務所

500人

患者・家
族、 ドナ
ー、 ドナ
ー登録希
望者、一

般市民

2,500人
15,145
千円

161関係機関・民
間事業等に対し
て骨髄 ドナー休
暇制度や ドナー

助成制度等、提
供しやすい環境
整備を求める事
業

・ ドナー休暇制度、ドナー助
成制度の導入促進の活動 通年

全国各地

東京

事務所

100人

患者 。家
族、 ドナ
ー、 ドナ
ー登録希
望者 とそ
の家族、
一般市民

200人 500千円

(2)全国各地で骨
髄バンク事業等
の推進活動を行
っているボラン
ティア団体と連
携して行う普及
啓発事業及び調
査研究事業

四血液疾患等の
患者とその家族
に対する支援事
業、患者 0ドナ
ーの人権擁護を
求める事業

・各地団体との情報交換及
び連携を深めるため、全国
4地区でのブロックセミナ
ー開催 (近畿地区、東北地
区、東海北陸地区、関東甲
信越地区)
。東京雪祭での献血、ドナー

登録への協力
・日本造血・免疫細胞療法学
会その他の学会参加、各団
体への資料提供、情報共
有、連携推進の支援活動
・非血縁者移植 5万例記念日
本造血・免疫細胞療法学会
市民公開講座共催

近畿
22年 6月

東北
22年 12月

東海北陸
23年 2月
関東甲信越
23年 3月

雪祭
22年 11月

学会
22年 5月
23年 2月

ブロツ
ナー

各地

クセ

雪祭

渋谷

学会
横浜
名古屋

100人

患者・家
族、一般市
民、ボラン
ティア

1,500人 1,600
千円

全体共通費用

・特定非営利活動を行うに
あたり、必要な事務所家
賃、水道光熱費、通信費、
交通宿泊費、事務費等

通年
東京

事務所

5 252
千円

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
足秋 に記載
された
事業名

事業内容 同時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

未実施
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

2022年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

ン ク

(現金預金)
郵便振替口座
普通預金
(売上債権)

117,809,

102,114,727
15,694,567

未収金
(棚卸資産)
切手
貯蔵品
記念品
(その他流動資産)

152,749
152,

1,859,

68,695
1,782,488
8,000

什器備品 2

ソフトウェア
借地権

保証金 1,600,000

【A】 資 産 合 計 ①+② 121,421,228

780,

前受金
未払い費用

預り金

936,100
33,000
215,696

長期借入金
1退職給付引当金

11.l.    ■::::::::::...   ●■■●.遇

1.964111蹟 i

110二 15儡 |■7コ

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 121,421,228



元書類収受日令和な年ゲ丹
L尾徊

差替書類収受日令和ヶ年ク月〃日28

2022年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計による。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
普及啓発用グッズについては、最終仕入原価法を採用。

(2)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産については、定額法による間接法を採用。

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

該当しない。 (積み立てしていない。但し、中小企業退職金共済に加入)

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当しない。

(5)消費税等の会計処理
税込経理処理による。

事業別損益の状況
別紙2022年度収支計算書を参照。
尚、書式第13号 (2022年度活動計算書)における事業費(2)その他経費は次の計算式により算出。
期首棚卸残高 + 各事業費 ― 期末棚卸残高

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
特になし。

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通り。
当法人の正味財産は119,456,375円 ですが、そのうち83,315,071円 は、下記のように使途が特定されていいる。
したがって使途が制約されていない正味財産は36,141,304円 です。

5.固 定資産の増減内訳

９
“

3

4

期首残高 期末残高 備考内容

11.270,058 翌期に使用予定の患者支援事業の資金1佐藤きち子患者支援基金 5,617,819 12,141,418 6,489,179
2志村大輔基金 68,026,599 83,600 5,953,496 62,156,703 翌期に使用予定の患者支援事業の資金

10,428,552 140,000 680.242 9,888,310 翌期に使用予定の患者支援事業の資金3こ ぅのとリマリーン基金
83,315.071合計 84,072,970 12,365,018 13,122,917

減価償却累計額科 期首取得価額 取得 減少

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ 1,600,0001,600,000

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

1.600.0021,600,002 ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
保証金

合計



借入金の増減内訳
対外的な借入金はない。

元書類収受日令和ケ年グ月月名

差替書類収受日令和夕年ク月〃日
ハ
０

７
〓

8

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引はない。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の按分方法
◎経常費用の配分は、事業費80%、 管理費20%と して計上。特定できる費用はそれぞれ、事業費、管理費に計
上。

◎共通経費 (人件費、家賃、事務費等)は、事業毎 (白血病患者支援事業 0患者闘病支援事業)の事業規模を参
考に

その他の事業に係る資産の状況
その他事業は行っていない。



書式第 17号 (法第 28条関係 )

2022年度 財産目録
事 業 報 告 用

単位 :円
令 層 ′1ヽ   1+ 合   計

'||・   |:   1.:,111‐ .1111111■
■

111

15,694,567

0

102,114,727
18,278,042
11,477,437
62,398,925
9,960,323

117,809,294

152,749
152,749

白血病患者支援事業

什器備品

保証金

現金預金
手元現金
郵便振替口座
白血病患者支援事業
佐藤きち子患者支援基金
志村大輔基金
こうのとリマリーン基金
普通預金
自血病患者支援事業

切手
白血病患者支援事業
貯蔵品
白血病患者支援事業
記念品
白血病患者支援事業

その他流動資産
立替金

68,695

1,782,488

8,000

1,859,183

1,600,000
1,600,000

【A】 資 産 合 計 ①+② 121,421,228

750,057
30,000

780,057

長期借入金

・未払金
2023年 3月 度給与
佐藤きち子患者支援基金

前受金

未払費用
未払費用

‐
預り金
預り金

936,100

215,696

33,000

936,100

215,696

33,000

1_側鉾.853

,:,0

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 1,964,053

【B-2】 正 味 財 産 合 針 【A】 ― 【B-1】 119,456,375

■■Fi■口|^

理国理E

t+ ...1n



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2022年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

空塾塑墜豊型置勤」型 L二重墾≡旦塾生とク壼饉整量墜Ш壁塗二_

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

〔∋ 監事

スガ サナエ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日菅 早苗

９

“

⌒

こ:里ヲ・監事
ウメダ ショウゾウ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日梅田 正造

う
０ ∈理)。監事

ワカギ アラタ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日若木 換

4 〔∋ 監事

ムラカミ タダオ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日村上 忠雄

5 〔菫)・監事
ハタケヤマ シゲフサ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日畠山 茂房

6
⌒

t.堅り
。監事
タナカ シゲカツ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日田中 重勝

7 〔理)。監事
キタオリ ケンジロウ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月

月

日

日年北折 健次郎

8 〔璽)。監事
ヤマムラ ショウイチ
ロウ

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月

月

日

日年山村 詔一郎

9 〔菫)。監事
アサノ ユウコ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年 月 日浅野 祐子

10 ∈匡)。監事
ヤマグチ アキヒロ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日山口 明大



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

∈Ξ)・監事
タテノ モリオ 4月 1日

館野 守男 2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

12 ∈Ξ)・監事
ハットリ マサキ 4月 1日

服部 真樹 2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

13 監事

イ トカズ ミチコ 4月 1日

糸数 美智子 2023年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

14 監事

ヤマザキ ユウイチ 4月 1日

山崎 裕一 2023年 3月 31日

年 月

月

日

日年

15 理事 o
クロベ コウジ 4月 1日

黒部 光司 2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

16 理事 o
チラク クニヒコ 4月 1日

一楽 邦彦 2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_重塑璽:量堕:二≧12_壁壁墾璽塾盤盤主____

氏   名

北海道骨髄バンク推進協会
理事長 竹内 巌

2

釧路骨髄バンク推進協会
支部長 小川真理

3

函館骨髄バンク推進協議会
理事長 後藤 嘩

4

青森県骨髄バンク推進協議会

代表 根井 力夫

5

秋田県骨髄提供者を募る会
会長 三浦 亮

6

骨髄バンクを支援する宮城 1000K
代表 大友 文司

7

骨髄バンクを支援するやまがたの会
会長 小野寺 南波子

8

福島県骨髄バンク推進連絡協議会

会長 岩城 汀子

9

特定非営利活動法人
骨髄バンク命のアサガオにいがた
会長 丹後まみこ

10

群馬県骨髄バンク推進連絡協議会
会長  細野 好司

11

埼玉骨髄バンク推進連絡会
会長 笠原 慶一

12

千葉骨髄バンク推進連絡会
会長 梅田 正造



13

骨髄バンクを支援する東京の会
代表 二見 茂男

14

骨髄バンクを支える友の会
代表 渡辺 一史

15

神奈川骨髄移植を考える会
会長 村上 忠雄

16

山梨県骨髄バンクを推進する会
会長 高遠 勲

17

特定非営利活動法人
骨髄バンク長野 ひまわりの会
代表 笠原 千夏子

18

特定非営利活動法人

あいち骨髄バンクを支援する会
揮墓幕  」ヒ析  億 次 良K

19

岐阜骨髄献血希望者を募る会
代表 田中 重勝

20

富山県骨髄バンクを広める会
代表 品川 保弘

21

いしかわ骨髄バンク推進・はとの会

代表 福島 健一

22

重県骨髄バンク推進連絡協議会
(勇気の会)
会長 南 信行

23

NPO法 人関西骨髄バンク推進協会
理事長 石川 淳

24

なら骨髄バンクの会
会長 井上 清孝

25
姫路地区骨髄バンク推進センター

代表 延原 順子

26

神戸骨髄献血の和を広げる会
代表 伴 智代

27

骨髄バンクを支援する山口の会
会長 猶 克実

28
とくしま骨髄バンクを支援する会
代表世話人 池田 良一

29

NPO法 人福岡子どもホスピスプロジェク
理事長 濱田 裕子

30

佐賀県骨髄バンク推進連絡協議会
代表 森  修



31

みやざき骨髄バンク推進連絡会議
代表 中村 福代

32

かごしま骨髄バンク推進連絡会議

代表 向原 祥隆

33

沖縄県骨髄バンクを支援する会
代表 上江洲富夫


